
開催日時 平成２８年８月１４日(日） １６：００～１７：３０

場 所 グランフロント大阪 北館 ナレッジキャピタル

The Lab. ２階 アクティブスタジオ

参加方法 事前申し込み不要（当日、会場にお越しください）

主 催 大学都市KOBE!発信プロジェクト（公益財団法人神戸都市問題研究所）

協 力 神戸学院大学、甲南大学、大学コンソーシアムひょうご神戸

先着50名様に
プレゼントあり！

～セミナープログラム～
１６：００ 基調報告
「熊本地震激震地 益城町を調査して」
（公財）神戸都市問題研究所 アドバイザー 岡田 修一氏

【岡田 修一氏プロフィール】
神戸大学大学院経済学研究科博士課程修了、博士（経済学）
1993年西宮市役所入庁、主に営繕業務に従事
2011年より（公財）神戸都市問題研究所アドバイザー

「熊本地震の被災地で何が起こったか」
神戸学院大学 現代社会学部社会防災学科准教授 中山 学 氏

【中山 学氏プロフィール】
神戸大学大学院自然科学研究科博士課程修了、博士（工学）
建設会社勤務後、（独）防災科学技術研究所兵庫耐震研究センター
招へい研究員、神戸学院大学経営学部准教授を経て、2014年より現職
専門は地震工学、地盤工学

１７：００ 被災地支援活動報告
「被災地で感じたこと、これからも必要なこと」

「東日本大震災被災地への継続的な支援」
奈良市職員 胎中 謙吾氏

「熊本地震におけるボランティア活動」
甲南大学マネジメント創造学部 三輪 麗奈氏

１７：３０ 閉会

参加無料
事前申込不要

神戸都市問題研究所では、本年４月に発生した熊本地震の現地調査を発生後１か月が経った５月に実施
しました。本セミナーでは、本調査内容を報告するとともに、神戸学院大学現代社会学部社会防災学科准教
授の中山学氏をお招きし、熊本地震で浮き彫りとなった問題点について、お話しいただきます。被害をうけた
家屋の特徴や耐震基準、地震発生時の対応など、来場者の皆様に役立つ情報満載の内容で行います。
次に、東日本大震災の被災地に継続的に支援を行っている自治体職員と、熊本地震で被災地支援を行っ
た学生ボランティアに活動を報告いただき、被災地の現状や継続的な支援活動の重要性を語り合っていた
だきます。

大学都市KOBE!発信プロジェクト特別企画

■問い合わせ先

公益財団法人神戸都市問題研究所
ＴＥＬ ０７８－２５２－０９８４
ＦＡＸ ０７８－２５２－０８７７


